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このマニュアルには、当製品を安全にご使用いただくための重要な情報が記載されています。

当製品を使用する前に、このマニュアルを熟読してください。

特に、このマニュアルに記載されている「安全上の注意事項」をよく読み、理解された上で
当製品を使用してください。

また、このマニュアルは、当製品の使用中、いつでも参照できるように大切に保管してください。

富士通は、お客様の生命、身体や財産に被害を及ぼすことなく安全に使っていただくために
細心の注意を払っています。

本製品を使用する際は、マニュアルの説明に従ってください。

安全なご使用のために
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はじめに

Copyright  FUJITSU FRONTECH LIMITED 2020-2022

Pb

●はじめに
コンパクトタイプ入金機（SDF機）は、店舗の売上金を管理・保管する入金専用装置であり、センターと
オンライン通信を可能とするインターフェースを持ちます。
本マニュアルの内容は、改善のため事前連絡なしに変更することがあります。

●警告表示について
このマニュアルでは製品がお客様の身体や財産への損害を未然に防ぐために、必ず守っていただくべ
き事項が記載されています。
ご使用前に、このマニュアルをよく読み、正しくお使いください。

●安全上の注意事項
本マニュアル中に記載している重要な注意事項は以下の通りです。
「 注意」は、正しく使用しない場合、軽傷または中程度の損害を負うことがあり得ること、当該製品自身
または、その他の使用者などの財産に損害が生じる危険性があることを示しています。

●鉛蓄電池の取扱い上の注意
本製品には、下記の鉛蓄電池が使用されております。

電池仕様：FPX1255（相当品） 1個
12V 5.5Ah

製造社名：古河電池株式会社

※このマークは鉛蓄電池のリサイクルマークです。
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注意事項

・扉を開閉するときは、指を装置と扉の間に挟まないように注意してください。
・扉はゆっくりと開閉してください。
・ハンドル操作時は、扉の内側に手や指を入れないでください。

・ユニットを引き出すときは、緑色のレバーまたは取っ手を引いてください。
戻すときは、緑色のレバーを押すか、取っ手を握ってゆっくりとまっすぐ押してください。

・ユニットを操作する時は、緑色の部分を持って操作してください。

・１つのユニットを引き出した状態で別のユニットを引き出さないでください。
必ず１つを戻してから、次のユニットを引き出してください。

・紙幣ユニット/硬貨ユニット/レシートプリンタカバーをそれぞれ戻すときは、カチッと確実
にロックされるまでゆっくりと押してください。

・装置の内部や隙間にクリップやホチキス針などの金属片を落とさないでください。
・電気回路に接触すると火災の原因になります。

・ユニット内部には高温となる箇所があります。操作時には注意してください。

・ユニット動作中は、引き出さないようにしてください。

操作上の注意事項
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注意事項

・設置の際は、扉、カバーの開閉、及び装置の操作が十分可能な空間をお取りください。
装置の一部が身体に当たると傷害を追う恐れがあります。

・扉はゆっくりと開閉してください。

・設置床面が装置の重荷に耐えられそうにない場所や、傾き、凹凸などで不安定な場所
への設置は避けてください。

・装置周辺に可燃物を置かないでください。装置異常による発熱、および電源からの引火に
よる火災の恐れがあります。

・感電の危険を防止するために、保守作業を行うときは電源プラグをコンセントから抜いて
ください。

・電源コードを傷つけないようにしてください。踏んだり、引っ張ったり、無理に曲げたりすると
電源コードを傷め、火災や感電の恐れがあります。

・電源プラグを抜くときは、濡れた手で電源プラグに触れないでください。
・装置の上に水の入った花瓶やコップを置かないでください。また水滴が掛からないようにして
ください。絶縁が悪くなって感電や発煙、故障の恐れがあります。

・装置を改造しないでください。火災、感電の原因になります。
・本製品の修理/保守は、保守担当者に連絡の上メンテナンスを受けてください。

・装置から発煙したり、本マニュアルまたはラベルで指示する以外の外装部や装置内部が
異常に熱くなった時、および異常な音がするときは、直ちに使用を中止して、電源プラグを抜
いて保守担当者にご連絡ください。
そのまま使用したり、放置すると、火災、感電の原因になります。

●設置環境・保守点検の注意事項

操作上の注意事項
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１．各部の名称
●装置外観・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７
●ユニットレイアウト・・・・・・・・・・・・・・・・・８
●業務メニュー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９
●保守メニュー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１

２．各部の操作方法
●主電源スイッチ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２
●磁気カードリーダ・・・・・・・・・・・・・・・・・１２
●紙幣ユニット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３
●硬貨ユニット・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４
●内蔵プリンタ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５
●外部プリンタ
１．新型サーマルプリンタ・・・・・・・・・・・・・１６
２．旧型サーマルプリンタ・・・・・・・・・・・・・１７

３．業務メニュー操作
●日常の操作・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８
●引渡操作・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９
●引渡操作を途中で中止する操作
１．硬貨と紙幣を投入した場合・・・・・・・・・・・２３
２．硬貨のみ投入した場合・・・・・・・・・・・・・２６
３．紙幣のみ投入した場合・・・・・・・・・・・・・２８

●締め操作・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０
●計数操作・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２
●計数した貨幣の返却操作
１．硬貨と紙幣を投入した場合・・・・・・・・・・・３７
２．硬貨のみ投入した場合・・・・・・・・・・・・・４０
３．紙幣のみ投入した場合・・・・・・・・・・・・・４２

●金額指定操作
１．認証操作・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４４
２．入金操作・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４５

●金額指定操作を途中で中止する操作
１．硬貨と紙幣を投入した場合・・・・・・・・・・・５７
２．硬貨のみ投入した場合・・・・・・・・・・・・・６０
３．紙幣のみ投入した場合・・・・・・・・・・・・・６２

●両替金の取り出し方法・・・・・・・・・・・・・・・６４
●取引履歴の確認・印字方法・・・・・・・・・・・・・６８
●再印字・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７０
●ロック解除
１．紙幣ユニット・・・・・・・・・・・・・・・・・７１
２．硬貨ユニット・・・・・・・・・・・・・・・・・７４

目 次
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４．保守メニュー操作
●認証操作・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７７
●Zレシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７８
●収納部開・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８１
●再起動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８７

５．装置メンテナンス
●紙幣ユニットの清掃方法
１．清掃手順の動画を再生する方法・・・・・・・・・８８
２．清掃手順・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８９

●硬貨ユニットの清掃方法
１．清掃手順の動画を再生する方法・・・・・・・・・９４
２．清掃手順・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９５

6．困ったときは
●エラーが発生したら・・・・・・・・・・・・・・・・９７
●リサイクルボックスの着脱・紙幣の取り除き方法・・・９８
●紙幣ユニット残留紙幣の取り除き方法・・・・・・・１００
●つまった紙幣を取り除いた後の処理・・・・・・・・１０５
●硬貨ユニット残留硬貨の取り除き方法・・・・・・・１０８
●つまった硬貨を取り除いた後の処理・・・・・・・・１１４
●紙幣ユニットの奥に入った硬貨を除去する方法
１．硬貨除去シートの作成方法・・・・・・・・・・１１６
２．硬貨除去シートの使用方法・・・・・・・・・・１１８

●エラー発生後の処理について ・・・・・・・・・・・・１２３

7．その他
●製品仕様・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２４

目 次
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１．各部の名称
●装置外観

硬貨ユニット引出しレバー

硬貨ユニット内部へアクセス
するときにユニットを引き出す
レバーです。

磁気カードリーダ

IDカードを読み込むところです。

紙幣投入口

入金及び計数時、紙幣を投入
するところです。
５０枚までの一括投入が可能です。

タッチパネル表示部

パネルに表示されたボタンを
操作し、計数金額やユニット
状態を表示するところです。

硬貨投入口カバー

入金及び計数時、カバーを開け
て硬貨をセットします。
使用しないときは閉めてください
（ゴミや異物が混入するのを
防ぎます）。

紙幣返却口

返却される紙幣が排出される
ところです。

硬貨投入口

入金及び計数時、硬貨を投入
するところです。１００枚までの
一括投入が可能です。

ハンドル

前扉を開閉するためのハンドル
です。

硬貨返却口

返却される硬貨が排出される
ところです。

各種取引明細の
レシートを印刷するところです。

内蔵プリンタ

前扉

硬貨カセット、紙幣カセットを
収納する扉です。
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●ユニットレイアウト

各部の名称

硬貨ユニット

紙幣ユニット

主電源スイッチ
※メンテナンス用※

触らないこと

紙幣カセット

硬貨カセット

紙幣カセット硬貨カセット

前扉

※前扉を開いた状態です。
硬貨カセット

搭載台

回収カセット
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項目 項目名 モード内容

A 取引タイトル 取引タイトルを表示します。

B システム日時 入金機のシステム日時を表示します。（YYYY年MM月DD日 HH時MM分）

C 地区番号 入金機に設定されている地区番号を表示します。（４桁）

D 建物番号 入金機に設定されている建物番号を表示します。（４桁）

E 号機番号 入金機に設定されている号機番号を表示します。（３桁）

F 機種設定 設定されている機種コードを表示します。

G プリンタ設定

プリンタの設定を表示します。
a） 「O1」 ⇒ 内蔵プリンタ
b） 「T1」 ⇒ 外部プリンタ
c） 「N1」 ⇒ 通帳プリンタ

H 運用モード

入金機の運用モード・運用状態を表示します。
a）「オンライン」 ⇒ オンライン運用時
b）「オフライン」 ⇒ オフライン運用時
c ）「通信エラー」 ⇒ オンライン運用時に通信障害が発生している場合

I 装置状態

入金機の状態を表示します（※下記の状態でなければ何も表示されません）。
a） 「内蔵プリンタの用紙がありません。用紙をセットしてください。

内蔵プリンタの用紙がない状態です。
b） 「内蔵プリンタのカバーが開いています。カバーを閉じてください。」

内蔵プリンタのカバーが開いている状態です。
c） 「保守（ロック解除）操作にて、紙幣・硬貨ユニットを清掃してください。」

紙幣・硬貨ユニットの清掃が必要な状態です。

装置の電源を投入すると、下記の業務メニュー画面がタッチパネル表示部に表示されます。

●業務メニュー

各部の名称

（A） （B）

（C）（D）（E） （H）

（I）

（F）（G）

1. 表示項目の説明
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項目 項目名 モード内容

1 引渡 投入口にセットされた紙幣、硬貨を計数し、回収カセットへ収納します。

2 締め 前回締めから入金された金額の合計を集計し、ホストに送信します。

3 計数 投入口にセットされた紙幣、硬貨を計数し、計数結果を表示します。

4 金額指定
金額の指定をおこない、投入口にセットされた紙幣、硬貨を計数し、回収カセットへ収納します。
※指定した金額を超えた貨幣は返却されます。

5 取引履歴 過去に行った取引確認および取引レシートを再印字します。

6 ロック解除 紙幣ユニット、硬貨ユニットの電磁ロックを解除し、ユニット内部を清掃/点検します。

7 両替金 硬貨カセットにセットされた「両替金」の取出しをおこないます。

8 保守 保守操作をおこないます。

9 警備回収
警送員が回収カセットを取り出し、空のカセットと交換をおこないます。
※警送員のみ使用可能です。

2. 各種ボタンの説明

各部の名称

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨
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項目 項目名 取引内容

1 Zレシート Zレシートを印字します。

2 収納部開 前扉の電磁ロックを解除します。

3 再起動 入金機を再起動します。

●保守メニュー

各部の名称

1.各種ボタンの説明

① ②

③
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2．各部の操作方法

●主電源スイッチ
入金機の主電源スイッチです。
入金機の電源投入、および電源の停止をおこないます。
○側：電源が停止されます。
－側：電源が投入されます。

※入金機は、２４時間運用となりますので
通常運用では使用しません。
電源投入（－側）のまま、ご利用ください。

※前扉を開いた状態です。

主電源スイッチ

●磁気カードリーダ
各操作をおこなうときにIDカードを通すところです。
IDカードをしっかり保持し、矢印方向にゆっくりとスワイプします。

磁気カードリーダ
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投入された紙幣を制御するユニットです。
紙幣投入口（上側）：入金及び計数時、紙幣を投入するところです。

５０枚までの一括投入が可能です。
紙幣返却口（下側）：返却される紙幣が排出されるところです。

●紙幣ユニット

紙幣ユニット

紙幣投入口

紙幣返却口

各部の操作方法

５０枚を超える紙幣は入れないでください。
紙幣つまりの原因となり、装置が故障する場合
があります。

折り癖やシワのある紙幣はのばしてから挿入
してください。
紙幣つまりの原因となり、装置が故障する場合
があります。

紙幣の先端をきれいにそろえて挿入してください。
紙幣つまりの原因となり、装置が故障する場合が
あります。

輪ゴム

硬貨 クリップ

硬貨、輪ゴム、クリップなどの異物を入れないで
ください。
紙幣つまりの原因となり、装置が故障する場合が
あります。
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硬貨ユニット

硬貨投入口

硬貨返却口

投入された硬貨を制御するユニットです。
硬貨投入口カバー：入金及び計数時、カバーを開けて硬貨をセットします。

使用しないときは閉めてください（ゴミや異物が混入するのを防ぎます）。
硬貨投入口：入金及び計数時、硬貨を投入するところです。

１００枚までの一括投入が可能です。
硬貨返却口：返却される硬貨が排出されるところです。

●硬貨ユニット

硬貨投入口カバー

各部の操作方法

輪ゴム

紙くず、輪ゴム、ペンなどの異物を入れないでください。
硬貨つまりの原因となり、装置が故障する場合が
あります。

紙く
ず ペン

一度に１００枚を超える硬貨は入れないでください。
硬貨つまりの原因となり、装置が故障する場合が
あります。
最大枚数（３００枚）を超えた硬貨は返却口に
排出されます。
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●内蔵プリンタ
レシートを印字するプリンタです。
ロール紙が少なくなると赤い帯が表れます。
次の手順で新しいロール紙と交換してください。

各部の操作方法

プリンタカバー

カバーボタン

1. カバーボタンを押して、
プリンタカバーを上げます。

2. 使用済みのロール紙を
取り除きます。

3. 新しいロール紙の巻止めを剥がして、内蔵プリンタにセットします。

4. ロール紙の先端を5mm程度引き出し、プリンタカバーを閉じます。
※タッチパネル表示部の

業務メニュー上に「内蔵プリンタの
カバーが開いています。」と表示さ
れていないことを確認してください。

5mm程度、出ている
ことを確認します。

※ロール紙の向きに注意してください。
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各部の操作方法

プリンタカバー

OPENボタン

⑴ OPENボタンを押します。

⑶ 使用済みのロール紙を取り除きます。新しいロール紙の巻止めを剥がして、
外部プリンタにセットします。

⑵ プリンタカバーを開けます。

④ ロールの先端を5mm程度引き出し、プリンタカバーを閉じます。
※テストプリントが印字されることを

確認してください。

※ロール紙の向きに注意してください。

1. 新型サーマルプリンタ

●外部プリンタ（オプション）
立替運用時（オプション）にレシートを印字するプリンタです。
次の手順で新しいロール紙と交換してください。
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各部の操作方法

⑵ 使用済みのロール紙を取り除き、新しいロール紙の巻止めを剥がします。

⑴ ペーパーホルダを倒します。

⑸ 一定の長さが引き込まれ、テストプリントが印字されることを確認してください。

※ロール紙の向きに注意してください。

2. 旧型サーマルプリンタ

⑶ ペーパーホルダの突起を外側へ
引っ張り、ロール紙をセットします。

⑷ ロール紙先端を用紙の
挿入口に挿入します。
用紙センサーが検出し、
自動でロール紙が引き込まれます。

⑹ ペーパーホルダをもとに戻します。

ペーパーホルダの突起

ペーパーホルダ

挿入口
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3．業務メニュー操作
●日常の操作

ここでは、業務メニューの操作手順の説明ページを記載しています。
操作手順の詳細は、参照ページをご確認ください。

引渡操作 ➤ ➤１９ページ

締め操作 ➤ ➤３０ページ

計数操作 ➤ ➤３２ページ

金額指定操作 ➤ ➤４４ページ

両替金 ➤ ➤６４ページ

再印字 ➤ ➤７０ページ

ロック解除 ➤ ➤７１ページ

取引履歴 ➤ ➤６８ページ
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1. 業務メニューの「引渡」ボタンを押下します。

業務メニュー操作

●引渡操作

2. 磁気カードリーダにIDカードを通します。
※「引渡」の権限があるカードしか受け付けません。

【前回の引渡明細を印字したい場合】

「再印字」ボタンを押下すると、
前回の引渡明細をレシートに印字します。

参考

硬貨カセットに両替金がある状態では、「引渡」操作をおこなうことができません。

【貨幣投入時に注意すること】

・紙幣に挟まった異物は除去する。 ・濡れた硬貨／紙幣は投入しない。

注意！
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【一度に大量の硬貨を投入した場合】

１．一度に３００枚を超える硬貨を投入すると硬貨が返却口に排出されます。
２．硬貨を取り除いたら、「確認」ボタンを押下します。

注意！

3. 認証操作後、「スタート」ボタンを押して貨幣を投入口へセットします。
※硬貨は、投入口からゆっくりと中に流し入れてください。

4. 計数がスタートし、計数結果画面に計数金額が表示されます。
※読み取れなかった貨幣は、返却口へ排出されます。

排出された貨幣を再投入する時は、投入口に貨幣をセットしスタートボタンを押下。

業務メニュー操作

矢印部分に硬貨が
排出されます

１００枚まで

５０枚まで
紙幣はよく揃えてからセットしてく
ださい。
貨幣に異物が混入していないか、
確認してください。
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業務メニュー操作

5. 計数金額を確定する場合は、
「確定」ボタンを押下します。

※確定した貨幣は、取り出すことができません。
※返却（取消）する場合は、

「引渡操作を途中で中止する操作」 を参照。

【追加で引渡する場合】

紙幣は１００枚、硬貨は３００枚まで続けて投入
可能です。
「スタート」ボタンを押下した後、投入口に貨幣をセット。
上記最大枚数を超える貨幣投入がおこなわれた場合、
以下の動作になります。

紙幣：計数されず投入口に残ります
硬貨：計数されず硬貨ユニット内に残ります

参考

【計数金額の詳細】

「詳細」ボタンを押下すると計数金額の各金種ごとの枚数と金額が確認できます。

参考
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【自動収納される場合】

下記条件に達した場合。貨幣が収納されます。
自動収納した貨幣は、取消（返却）ができません。
・紙幣もしくは硬貨のどちらかの投入枚数が
最大収納枚数（紙幣１００枚,硬貨３００枚）に
達した場合。

・無操作状態が一定時間続いた場合
（通常は１分ですが、設定により時間は変動します）

注意！

6. 貨幣が回収カセットへ収納されます。

業務メニュー操作

8. 「引渡明細」が印字され、
業務メニューが表示されます。

7. 未計数の硬貨を返却します。
※硬貨ユニットの投入口に計数されない硬貨が

残留している場合、その硬貨を返却口へ排出します。
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返却する貨幣によって操作が異なります。１～３に該当する手順で操作してください。

⑵ 硬貨返却口に硬貨が排出されます。
※１度の返却で最大１５０枚まで、排出されます。
※返却は、最大２回繰り返します。

（例）３００枚返却の場合、１５０枚×２回。

⑶ 排出された硬貨を取り除いて、
「続行」ボタンを押下します。

※１回の返却ごとに必ず硬貨返却口の硬貨を
取り除いてください。

※硬貨を取り除いたら「続行」ボタンを押下して
ください。

業務メニュー操作

●引渡操作を途中で中止する操作

1. 硬貨と紙幣を投入した場合
硬貨⇒紙幣の順で返却されます。

⑴ 「取消」ボタンを押下します。
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⑸ 「続行」ボタンを押下します。
※硬貨ユニットの投入口に計数されない硬貨が

残留している場合、その硬貨を返却口へ排出します。

業務メニュー操作

⑹ 硬貨返却口に硬貨が排出された場合は、
硬貨を取り除きます。

⑷ 紙幣返却口に紙幣が排出されます。
※１度の返却で最大５０枚まで、排出されます。
※返却は、最大２回繰り返します。

（例）１００枚返却の場合、５０枚×２回。
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⑺ 「確定」ボタンを押下します。

業務メニュー操作

⑻ すべての返却が終了すると、
業務メニューが表示されます。
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2. 硬貨のみ投入した場合

⑵ 硬貨返却口に硬貨が排出されます。
※１回の返却で最大１５０枚まで、排出されます。
※返却は、最大２回繰り返します。
（例）３００枚返却の場合、１５０枚×２回。

⑶ 排出された硬貨を取り除いて、
「続行」ボタンを押下します。

※１回の返却ごとに必ず硬貨返却口の硬貨を
取り除いてください。

※硬貨を取り除いたら「続行」ボタンを押下して
ください。

業務メニュー操作

⑷ 紙幣返却口に紙幣が排出されます。
※本説明では、紙幣を投入していないので

何も返却されません。

⑴ 「取消」ボタンを押下します。
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業務メニュー操作

⑺ 「確定」ボタンを押下します。

⑹ 硬貨返却口に硬貨が排出された場合は、
硬貨を取り除きます。

⑻ すべての返却が完了すると、
業務メニューが表示されます。

⑸ 「続行」ボタンを押下します。
※硬貨ユニットの投入口に計数されない硬貨が

残留している場合、その硬貨を返却口へ排出します。
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⑶ 「続行」ボタンを押下します。
※硬貨ユニットの投入口に計数されない硬貨が

残留している場合、その硬貨を返却口へ排出します。

3. 紙幣のみ投入した場合

⑵ 紙幣返却口に紙幣が排出されます。
※１度の返却で最大５０枚まで、排出されます。
※返却は、最大２回繰り返します。

（例）１００枚返却の場合、５０枚×２回。

業務メニュー操作

⑷ 硬貨返却口に硬貨が排出された場合は、
硬貨を取り除きます。

⑴ 「取消」ボタンを押下します。
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⑹ すべての返却が完了すると、
業務メニューが表示されます。

業務メニュー操作

⑸ 「確定」ボタンを押下します。
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1. 業務メニューの「締め」ボタンを押下します。

業務メニュー操作

●締め操作

2. 磁気カードリーダにIDカードを通します。
※「締め」の権限があるカードしか受け付けません。

3. 認証操作後、「確定」ボタンを押下すると
締め明細レシートが印字されます。

【前回の締め明細を印字したい場合】

「再印字」ボタンを押下すると、
前回の締め明細をレシートに印字します。

参考

硬貨カセットに両替金がある状態では、「締め」操作をおこなうことができません。
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4. 締めが完了後、「確認」ボタンを押下します。

5. 入金システムが再起動されます。

6. 再起動が完了すると
業務メニューが表示されます。

業務メニュー操作
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業務メニュー操作

●計数操作

2. 磁気カードリーダにIDカードを通します。
※「計数」の権限があるカードしか受け付けません。

1. 業務メニューの「計数」ボタンを押下します。

【前回の計数明細を印字したい場合】

「再印字」ボタンを押下すると、
前回の計数明細をレシートに印字します。

参考

硬貨カセットに両替金がある状態では、「計数」操作をおこなうことができません。

【貨幣投入時に注意すること】

・紙幣に挟まった異物は除去する。 ・濡れた硬貨／紙幣は投入しない。

注意！
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【一度に大量の硬貨を投入した場合】

１．一度に３００枚を超える硬貨を投入すると硬貨が返却口に排出されます。
２．硬貨を取り除いたら、「確認」ボタンを押下します。

硬貨返却口に
排出されます

3. 認証操作後、「スタート」ボタンを押して貨幣を投入口へセットします。
※硬貨は投入口からゆっくりと中に流し入れてください。

4. 計数がスタートし、計数金額が表示されます。
※読み取れなかった貨幣は、返却口へ排出されます。

排出された貨幣を再投入する時は、投入口に貨幣をセットしスタートボタンを押下。

業務メニュー操作

１００枚まで

５０枚まで
紙幣はよく揃えてからセットして
ください。
貨幣に異物が混入していないか、
確認してください。

注意！
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【計数金額の詳細】

「詳細」ボタンを押下すると計数金額の各金種ごとの枚数と金額が確認できます。

【追加で計数する場合】

紙幣は１００枚、硬貨は３００枚まで続けて投入可能
です。
「スタート」ボタンを押下後、投入口に貨幣をセットします。
上記最大枚数を超える貨幣投入がおこなわれた場合、
以下の動作となります。
紙幣：計数されず投入口に残ります。
硬貨：計数されず硬貨ユニット内に残ります

参考

5. 計数金額を確定する場合は、
「確定」ボタンを押下します。

業務メニュー操作

参考
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【自動返却される場合】

下記条件に達した場合。
「確定」ボタンを押下せずに貨幣が返却されます。

・紙幣もしくは硬貨のどちらかの投入枚数が
最大収納枚数（紙幣１００枚,硬貨３００枚）に
達した場合。

・無操作状態が一定時間続いた場合
（通常は１分ですが、設定により時間は変動します）

注意！

業務メニュー操作

7. 「続行」ボタンを押下します。
※硬貨ユニットの投入口に計数されない硬貨が

残留している場合、その硬貨を返却口へ排出します。

6. 計数した貨幣が返却されます。
※返却時の装置動作は、

「計数した貨幣の返却操作」を参照。
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10. 「計数明細」の印字後、
業務メニューが表示されます。

業務メニュー操作

9. 「確定」ボタンを押下します。

8. 硬貨返却口に硬貨が排出された場合は、
硬貨を取り除きます。
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返却される貨幣によって操作が異なります。下記の該当する手順で操作してください。

⑵ 硬貨返却口に硬貨が排出されます。
※１度の返却で最大１５０枚まで、排出されます。
※返却は、最大２回繰り返します。
（例）３００枚返却の場合は、 １５０枚×２回。

⑶ 排出された硬貨を取り除いて、
「続行」ボタンを押下します。

※１回の返却ごとに必ず硬貨返却口の硬貨を
取り除いてください。

※硬貨を取り除いたら「続行」ボタンを押下して
ください。

業務メニュー操作

●計数した貨幣の返却操作

1. 硬貨と紙幣を投入した場合
硬貨⇒紙幣の順で返却されます。

⑴ 「確定」ボタンを押下します。
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業務メニュー操作

⑸ 「続行」ボタンを押下します。
※硬貨ユニットの投入口に計数されない硬貨が

残留している場合、その硬貨を返却口へ排出
します。

⑹ 硬貨返却口に硬貨が排出された場合は、
硬貨を取り除きます。

⑷ 紙幣返却口に紙幣が排出されます。
※１度の返却で最大５０枚まで、排出されます。
※返却は、最大２回繰り返します。
（例）１００枚返却の場合、５０枚×２回。
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⑻ すべての返却が完了すると、
業務メニューが表示されます。

業務メニュー操作

⑺ 「確定」ボタンを押下します。
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⑵ 硬貨返却口に硬貨が排出されます。
※１度の返却で最大１５０枚まで、排出されます。
※返却は、最大２回繰り返します。

（例）３００枚返却の場合、１５０枚×２回。

⑶ 排出された硬貨を取り除いて、
「続行」ボタンを押下します。

※１回の返却ごとに必ず硬貨返却口の硬貨を
取り除いてください。

※硬貨を取り除いたら「続行」ボタンを押下して
ください。

業務メニュー操作

2. 硬貨のみ投入した場合

⑷ 紙幣返却口に紙幣が排出されます。
※本説明では、紙幣を投入していないので

何も返却されません。

⑴ 「確定」ボタンを押下します。
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業務メニュー操作

⑹ 硬貨返却口に硬貨が排出された場合は、
硬貨を取り除きます。

⑻ すべての返却が完了すると、
業務メニューが表示されます。

⑺ 「確定」ボタンを押下します。

⑸ 「続行」ボタンを押下します。
※硬貨ユニットの投入口に計数されない硬貨

が残留している場合、その硬貨を返却口へ
排出します。
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⑵ 紙幣返却口に紙幣が排出されます。
※１度の返却で最大５０枚まで、排出されます。
※返却は、最大２回繰り返します。
（例）１００枚返却の場合、５０枚×２回。

業務メニュー操作

3. 紙幣のみ投入した場合

⑶ 「続行」ボタンを押下します。
※硬貨ユニットの投入口に計数されない硬貨が

残留している場合、その硬貨を返却口へ排出します。

⑴ 「確定」ボタンを押下します。
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⑹ すべての返却が完了すると、
業務メニューが表示されます。

業務メニュー操作

⑸ 「確定」ボタンを押下します。

⑷ 硬貨返却口に硬貨が排出された場合は、
硬貨を取り除きます。
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業務メニュー操作

●金額指定操作
引渡する貨幣の種類により操作が異なります。下記の該当する手順で操作してください。

【前回の引渡明細を印字したい場合】

「再印字」ボタンを押下すると、
前回の金額明細明細をレシートに印字します。

⑴ 業務メニューの「金額指定」ボタンを
押下します。

⑵ 磁気カードリーダにIDカードを通します。
※「引渡」の権限があるカードしか受け付けません。

1. 認証操作

参考

硬貨カセットに両替金がある状態では、「金額指定」操作をおこなうことができません。

【貨幣投入時に注意すること】

・紙幣に挟まった異物は除去する。 ・濡れた硬貨／紙幣は投入しない。

注意！
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業務メニュー操作

③ 「スタート」ボタンを押して紙幣を投入口へセットします。

① 「入力」ボタンを押下します。

② 表示されたテンキーに引渡する
金額を入力し、「OK」ボタンを押下します。

⑴ 硬貨と紙幣を投入する場合
紙幣⇒硬貨の順で引渡をおこないます。

2. 入金操作

５０枚まで

紙幣はよく揃えてからセットして
ください。
貨幣に異物が混入していないか、
確認してください。

【入力した金額を超える金額を投入した場合】

入力した金額を超える金額分の貨幣を投入した場合は、
下記のようになります。
1.計数中に超えた場合
超えた分の貨幣が紙幣返却口または硬貨返却口
へ排出されます。

2.「スタート」ボタンを押した場合は、ダイアログが表示
され引渡できません。

注意！
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⑥ 「スタート」ボタンを押して硬貨を投入口へセットします。

業務メニュー操作

46

④ 計数がスタートし、計数金額が表示されます。
※読み取れなかった貨幣は、返却口へ排出されます。

排出された貨幣を再投入する時は、投入口に貨幣をセットしスタートボタンを押下。

⑤ 「硬貨引渡」ボタンを押下します。

【紙幣追加投入の注意】

「硬貨引渡」ボタンを押下した場合は、紙幣の追加投入をできません。
紙幣を追加投入する場合は、「取消」ボタンを押下して操作を中止する
か「確定」ボタンを押下して操作を終了し、①から再度おこなってください。

紙幣はよく揃えてからセットして
ください。
貨幣に異物が混入していないか、
確認してください。

１００枚まで

注意！
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⑦ 計数がスタートし、計数金額が表示されます。

業務メニュー操作

47

【一度に大量の硬貨を投入した場合】

１．一度に３００枚を超える硬貨を投入すると硬貨が返却口に排出されます。
２．硬貨を取り除いたら、「確認」ボタンを押下します。

硬貨返却口に
排出されます

【追加で計数する場合】

紙幣は１００枚、硬貨は３００枚まで続けて投入可能
です。
「スタート」ボタンを押下後、投入口に貨幣をセットします。
上記最大枚数を超える貨幣投入がおこなわれた場合、
以下の動作となります。
紙幣：計数されず投入口に残ります。
硬貨：計数されず硬貨ユニット内に残ります

参考

注意！
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【自動収納される場合】

下記条件に達した場合。
「確定」ボタンを押下せずに貨幣が収納されます。
自動収納した貨幣は、取消（返却）ができません。

・紙幣もしくは硬貨のどちらかの投入枚数が
最大収納枚数（紙幣１００枚,硬貨３００枚）に
達した場合。

・無操作状態が一定時間続いた場合
（通常は１分ですが、設定により時間は変動します）

注意！

⑧ 計数金額を確定する場合は、
確定」ボタンを押下します。

※確定した貨幣は、取り出すことができません。
※返却（取消）する場合は、「金額指定操作を途中

で中止する操作」 を参照。

業務メニュー操作

⑨ 貨幣が回収カセットへ収納されます。

【計数金額の詳細】

「詳細」ボタンを押下すると計数金額の各金種ごとの枚数と金額が確認できます。

参考
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⑪ 「引渡明細」が印字され、
業務メニューが表示されます。

業務メニュー操作

⑩ 未計数の硬貨を返却します。
※硬貨ユニットの投入口に計数されない硬貨が

残留している場合、その硬貨を返却口へ排出
します。
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業務メニュー操作

⑵ 紙幣のみ投入する場合

① 「入力」ボタンを押下します。

② 表示されたテンキーに引渡する
金額を入力し、「OK」ボタンを押下します。

③ 「スタート」ボタンを 押して紙幣を投入口へセットします。

【入力した金額を超える金額を投入した場合】

入力した金額を超える金額分の紙幣を投入した場合は、
超えた分の紙幣が紙幣返却口へ排出されます。

５０枚まで
紙幣はよく揃えてからセットして
ください。
貨幣に異物が混入していないか、
確認してください。

注意！
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④ 計数がスタートし、計数金額が表示されます。
※読み取れなかった貨幣は、返却口へ排出されます。

排出された貨幣を再投入する時は、投入口に貨幣をセットしスタートボタンを押下。

業務メニュー操作

⑤ 計数金額を確定する場合は、
「確定」ボタンを押下します。

※確定した貨幣は、取り出すことができません。
※返却（取消）する場合は、

「金額指定操作を途中で中止する操作」 を参照。

【計数金額の詳細】

「詳細」ボタンを押下すると計数金額の各金種ごとの枚数と金額が確認できます。

参 考
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業務メニュー操作

⑦ 未計数の硬貨を返却します。
※硬貨ユニットの投入口に計数されない硬貨が

残留している場合、その硬貨を返却口へ排出
します。

⑧ 「引渡明細」が印字され、
業務メニューが表示されます。

⑥ 貨幣が回収カセットへ収納されます。

【自動収納される場合】

下記条件に達した場合。
「確定」ボタンを押下せずに貨幣が収納されます。
自動収納した貨幣は、取消（返却）ができません。

・紙幣もしくは硬貨のどちらかの投入枚数が
最大収納枚数（紙幣１００枚,硬貨３００枚）に
達した場合。

・無操作状態が一定時間続いた場合
（通常は１分ですが、設定により時間は変動します）

注意！
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業務メニュー操作

⑶ 硬貨のみ投入する場合

② 「入力」ボタンを押下します。

③ 表示されたテンキーに引渡する
金額を入力し、「OK」ボタンを押下します。

① 「硬貨引渡」ボタンを押下します。
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業務メニュー操作

⑤ 計数がスタートし、計数金額が表示されます。
※読み取れなかった貨幣は、返却口へ排出されます。

排出された貨幣を再投入する時は、投入口に貨幣をセットしスタートボタンを押下。

【計数金額の詳細】

「詳細」ボタンを押下すると計数金額の各金種ごとの枚数と金額が確認できます。

参 考

【入力した金額を超える金額を投入した場合】

入力した金額を超える金額分の硬貨を投入した場合は、
超えた分の硬貨が硬貨返却口へ排出されます。

④ 「スタート」ボタンを押して硬貨を投入口へセットします。

注意！

紙幣はよく揃えてからセットして
ください。
貨幣に異物が混入していないか、
確認してください。

１００枚まで
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業務メニュー操作

⑦ 貨幣が収納カセットへ収納されます。

⑥ 「確定」ボタンを押下します。

【自動収納される場合】

下記条件に達した場合。
「確定」ボタンを押下せずに貨幣が収納されます。
自動収納した貨幣は、取消（返却）ができません。

・紙幣もしくは硬貨のどちらかの投入枚数が
最大収納枚数（紙幣１００枚,硬貨３００枚）に
達した場合。

・無操作状態が一定時間続いた場合
（通常は１分ですが、設定により時間は変動します）

注意！
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業務メニュー操作

⑨ 「引渡明細」が印字され、
業務メニューが表示されます。

⑧ 未計数の硬貨を返却します。
※硬貨ユニットの投入口に計数されない硬貨が

残留している場合、その硬貨を返却口へ排出します。

56



返却する貨幣によって操作が異なります。1～3に該当する手順で操作してください。

⑵ 硬貨返却口に硬貨が排出されます。
※１度の返却で最大１５０枚まで、排出されます。

返却は、最大２回繰り返します。
（例）３００枚返却の場合、１５０枚×２回。

⑶ 排出された硬貨を取り除いて、
「続行」ボタンを押下します。

※１回の返却ごとに必ず硬貨返却口の硬貨を
取り除いてください。

※硬貨を取り除いたら「続行」ボタンを押下して
ください。

業務メニュー操作

●金額指定操作を途中で中止する操作

1. 硬貨と紙幣を投入した場合
硬貨⇒紙幣の順で返却されます。

⑴ 「取消」ボタンを押下します。
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⑸ 「続行」ボタンを押下します。
※硬貨ユニットの投入口に計数されない硬貨が

残留している場合、その硬貨を返却口へ排出します。

業務メニュー操作

⑹ 硬貨返却口に硬貨が排出された場合は、
硬貨を取り除きます。

⑷ 紙幣返却口に紙幣が排出されます。
※１度の返却で最大５０枚まで、排出されます。
※返却は、最大２回繰り返します。
（例）１００枚返却の場合、５０枚×２回。
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⑺ 「確定」ボタンを押下します。

業務メニュー操作

⑻ すべての返却が終了すると、
業務メニューが表示されます。
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2. 硬貨のみ投入した場合

⑵ 硬貨返却口に硬貨が排出されます。
※１回の返却で最大１５０枚まで、排出されます。
※返却は、最大２回繰り返します。
（例）３００枚返却の場合、１５０枚×２回。

⑶ 排出された硬貨を取り除いて、
「続行」ボタンを押下します。

※１回の返却ごとに必ず硬貨返却口の硬貨を
取り除いてください。

※硬貨を取り除いたら「続行」ボタンを押下してください。

業務メニュー操作

⑷ 紙幣返却口に紙幣が排出されます。
※本説明では、紙幣を投入していないので

何も返却されません。

⑴ 「取消」ボタンを押下します。
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業務メニュー操作

⑺ 「確定」ボタンを押下します。

⑹ 硬貨返却口に硬貨が排出された場合は、
硬貨を取り除きます。

⑻ すべての返却が完了すると、
業務メニューが表示されます。

⑸ 「続行」ボタンを押下します。
※硬貨ユニットの投入口に計数されない硬貨が

残留している場合、その硬貨を返却口へ排出します。

61



⑶ 「続行」ボタンを押下します。
※硬貨ユニットの投入口に計数されない硬貨が

残留している場合、その硬貨を返却口へ排出します。

3. 紙幣のみ投入した場合

⑵ 紙幣返却口に紙幣が排出されます。
※１度の返却で最大５０枚まで、排出されます。
※返却は、最大２回繰り返します。
（例）１００枚返却の場合、５０枚×２回。

業務メニュー操作

⑴ 「取消」ボタンを押下します。
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⑹ すべての返却が完了すると、
業務メニューが表示されます。

業務メニュー操作

⑸ 「確定」ボタンを押下します。

⑷ 硬貨返却口に硬貨が排出された場合は、
硬貨を取り除きます。

63



1. 業務メニューの「両替金」ボタンを押下します。
※両替金を全て取り出すまでその他の取引はできません。

3. 「確定」ボタンを押下し、前扉のロックを解除します。

業務メニュー操作

●両替金の取り出し方法
硬貨カセットに両替金が入っている場合のみ選択可能です。

2. IDカードによる認証操作を行います。
※「両替金の取り出し」の権限があるカードしか受け付けません。
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業務メニュー操作

4. ハンドル上部の突起を押し、
開閉用のハンドルを出し、時計回りに回し扉を開けます。

突
起

5. 取っ手下のボタンを押してロックを外し、取っ手を持って
硬貨カセット搭載台を前に引き出します。

取っ手

ボタン

【前扉が開かない場合】

もし、前扉が開かない場合は、
以下の手順に従って対処してください。

①扉のハンドルを戻してください
②「ロック解除」ボタンを押下してください
③扉のハンドルを回して、扉を開けてください。

参考
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業務メニュー操作

7. 硬貨カセットの鍵を鍵穴に挿し、カセット扉を開き、両替金を取り出します。
※硬貨カセットの扉を開くときは、両替金が飛び出さないように

扉を上にした状態で開けてください。

6. タッチパネル表示部に右の画面が表示されたら、
硬貨カセットの取っ手を持って硬貨カセットを取り出します。

硬貨カセット

硬貨カセット
搭載台

8. 硬貨カセットの扉を閉じ、
空の硬貨カセットを硬貨カセット搭載台にゆっくりと戻します。

※硬貨カセットはゆっくりと入れてください。
※硬貨カセットの扉を装置側にして、搭載台に入れてください。

硬貨カセット鍵穴

硬貨カセット扉
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【両替金を取り出さなかった場合】

両替金を取り出さずに前扉を閉めた場合は、
1.の業務メニューに戻るので最初からやり直してください。

参考

11. 業務メニューが表示されます。

業務メニュー操作

10. 両替金取出し後は前扉を閉めます。
ハンドルを反時計回りに回し、ハンドルを収納します。

9. 硬貨カセット搭載台を装置内部にロックがかかるまで押し込みます。
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業務メニュー操作

●取引履歴の確認・印字方法

1. 業務メニューの「取引履歴」ボタンを
押下します。

3. 認証操作後、取引履歴を確認します。

【表示する取引日付を変更したい場合】

表示する取引日付を変更したい場合は、
「入力」ボタンを押下後、表示されたテンキーに日付を入力し「OK」ボタンを押下します。

硬貨カセットに両替金がある状態では、「取引履歴」の確認・印字をおこなうことができません。

2. 磁気カードリーダにIDカードを通します。
※「取引履歴の確認・印字」の権限があるカードしか受け付けません。

参考
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5. 該当取引のレシートが印字されます。

6. 操作が完了したら「戻る」ボタンを２回押下します。

7. 業務メニューが表示されます。

業務メニュー操作

4. 取引履歴を印字する場合は、印字する取引を
選択し「印字」ボタンを押下します。
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【再印字操作ができるモード】

「引渡」「締め」「計数」「金額指定」の４つのモードで再印字が可能です。

参考

業務メニュー操作

●再印字

1. 引渡明細の再印字を行う場合
※「引渡」ボタンを押すと、引渡画面が表示されます。

2. 再印字ボタンを押下
※「再印字」ボタンを押下すると、前回の引渡明細が

再び印字されます。

本説明では、例として引渡操作で再印字をおこないます。

硬貨カセットに両替金がある状態では、「再印字」をおこなうことができません。
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業務メニュー操作

●ロック解除
紙幣ユニット、硬貨ユニットの電磁ロックを解除し、ユニット内部の点検/清掃をします。

⑴ 業務メニューの「ロック解除」ボタンを
押下します。

⑶ 「紙幣」ボタンを押下します。

硬貨カセットに両替金がある状態では、「ロック解除」をおこなうことができません。

⑵ 磁気カードリーダにIDカードを通します。
※「ロック解除」の権限があるカードしか受け付けません。

1. 紙幣ユニット
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業務メニュー操作

⑸ ユニット内の点検/清掃が完了したら、
紙幣ユニット上カバーを閉じます。

⑷ 紙幣ユニット上カバーを開きます。
※開け方は、「リサイクルボックスの着脱・

紙幣の取り除き方法」を参照。

【清掃方法】

「清掃方法」ボタンを押下すると、
紙幣ユニット清掃方法のガイダンス動画
が再生されます。
ガイダンスにしたがって清掃してください。
詳細は、「5. 装置メンテナンス（８８ページ）」
を確認してください。

参考
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業務メニュー操作

⑹ 「はい」ボタンを押下します。

⑺ 紙幣・硬貨ユニットのリセットが
おこなわれて終了します。
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業務メニュー操作

2. 硬貨ユニット

⑶ 「硬貨」ボタンを押下します。

⑴ 業務メニューの「ロック解除」ボタンを
押下します。

⑵ 磁気カードリーダにIDカードを通します。
※「ロック解除」の権限があるカードしか受け付けません。
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業務メニュー操作

⑸ ユニット内の点検が終了したら、
硬貨ユニットを戻します。

⑷ レバーを引き硬貨ユニットを引き出します。
※「取消」ボタンを押下した場合は、

ユニットリセットをおこない①の画面に戻ります。

レバー

【清掃方法】

「清掃方法」ボタンを押下すると、
硬貨ユニット清掃方法のガイダンス動画が
再生されます。
ガイダンスにしたがって清掃してください。
詳細は、「5. 装置メンテナンス（８８ページ）」を
確認してください。

参考
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業務メニュー操作

⑹ 「はい」ボタンを押下します。

⑺ 紙幣・硬貨ユニットのリセットが
おこなわれて終了します。
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4．保守メニュー操作

1. 業務メニューの「保守」ボタンを押下します。

3. 保守メニューが開きます。

2. 磁気カードリーダにIDカードを通します。
※「保守」の権限があるカードしか受け付けません。

●認証操作
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保守メニュー操作

1. 保守メニューの「Zレシート」ボタンを
押下します。

2. 「確定」ボタン押下すると、
Zレシート印字操作を開始します。

3. 「入力」ボタンを押下します。

4. 表示されたテンキーにZレシート計を
入力し、「OK」ボタンを押下します。

●Zレシート
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保守メニュー操作

5. 「確定」ボタンを押下します。

6. 「入力」ボタンを押下します。

8. 「確定」ボタンを押下します。

7. 表示されたテンキーに手持金を入力し、
「OK」ボタンを押下します。
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保守メニュー操作

10. 業務メニューが表示されます。

9. Zレシートが印字されます。
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保守メニュー操作

●収納部開

1. 保守メニューの「収納部開」ボタンを
押下します。

2. 「入力」ボタンを押下します。

3. 表示されたテンキーにパスワードを入力し、
「OK」ボタンを押下します。

前扉を開け、紙幣カセット、硬貨カセットの交換または、硬貨及び紙幣ユニットの
点検作業をおこないます。

硬貨カセットに両替金がある状態では、「収納部開」をおこなうことができません。
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保守メニュー操作

5. 「確定」ボタンを押下し、前扉のロックを解除します。

4. 「確定」ボタンを押下します。

【入力したパスワードが違っている場合】

「確定」ボタンを押下後、パスワードが違っている
場合は、再度パスワードを入力してください。

参考

82



7. タッチパネル表示部に右の画面が表示されたら
カセットを回収してください。

保守メニュー操作

6. ハンドル上部の突起を押して開閉用のハンドルを出し、
時計回りに前扉を開きます。

突起

【前扉が開かない場合】

もし、前扉が開かない場合は、
以下の手順に従って対処してください。

①扉のハンドルを戻してください
②「ロック解除」ボタンを押下してください
③扉のハンドルを回して、扉を開けてください。

参考
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⑵ 装置に搭載されていたカセットと空の交換用カセットを取り換えます。
※紙幣カセットは、ゆっくりと入れてください。

保守メニュー操作

8. 紙幣カセットの交換

⑴ 紙幣カセット右下の緑のレバーを左に押しながら、
取っ手を持ち紙幣カセットを引き出します。

紙幣カセット
取っ手

ロック解除
レバー

⑶ 紙幣カセットの取っ手を持ち、手前に引いても抜けないことおよび
LEDが緑色に点灯していることを確認します。

紙幣カセット
取っ手

LED
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保守メニュー操作

9. 硬貨カセット交換

⑴ 取っ手下のボタンを押してロックを外し、取っ手を持って
硬貨カセット搭載台を前に引き出します。

取っ手

ボタン

⑵ 硬貨カセットの取っ手を持って、硬貨カセットを取り出します。

硬貨カセット

硬貨カセット
搭載台

⑶ 装置に搭載されていたカセットと空の交換用カセットを取り換えます。
※硬貨カセットはゆっくりと入れてください。
※硬貨カセットの扉を装置側にして、搭載台に入れてください。

⑷ 硬貨カセット搭載台を装置内部にロックがかかるまで押し込みます。
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11. 業務メニューが表示されます。

保守メニュー操作

10. カセット交換後、前扉を閉めます。
ハンドルを反時計回りに回し、ハンドルを収納してください。
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保守メニュー操作

●再起動

1. 保守メニューの「再起動」ボタンを
押下します。

2. 入金システムが再起動されます。

3. 再起動が完了すると業務メニューが
表示されます。

入金機システムの再起動をおこないます。
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5．装置メンテナンス
●紙幣ユニットの清掃方法

⑴ 紙幣ユニット上カバーを開きます。
※ロック解除（７１ページ）を参照。

⑶ 「清掃手順」動画が流れるので手順に従い
清掃をおこないます。

⑵ 「清掃方法」ボタンを押下します。

上カバー

1. 清掃手順の動画を再生する方法

【動画の再生を終了する場合】

再生を終了するには、以下の２つの方法があります。
1.「閉じる」ボタンを押下する。
2.紙幣ユニット上カバーを閉じる。

参考
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装置メンテナンス

2. 清掃手順

① 「B-1」を開けた状態で紙幣投入口を乾拭きします。

B-1
B-2

B-3

B-4

紙幣ユニット

② 「B-1」を閉じます。

⑴ 紙幣ユニット上カバーを開けます。

⑵ 紙幣投入口を清掃します。
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装置メンテナンス

⑶ 紙幣搬送路（上段）を清掃します。

① 「B-2」を引きながらカバーを開けます。

② ゴミ等がないか、確認します。

③ カバーを拭きます。

④ カバー側のセンサーを拭きます。
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装置メンテナンス

⑥ 紙幣搬送路側のセンサーを拭きます。

⑦ 「B-2」をカチッと音がするまで閉めます。

⑤ 紙幣搬送路を拭きます。
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装置メンテナンス

⑷ 紙幣搬送路（下段）を清掃します。

① 「B-3」を開けます。

② ゴミ等がないか、確認します。

③ カバーを拭きます。

④ カバー側のセンサーを拭きます。
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装置メンテナンス

⑸ 紙幣ユニット上カバーを閉じます。

⑤ 紙幣搬送路を拭きます。

⑥ 紙幣搬送路側のセンサーを拭きます。

⑦ 「B-3」をカチッと音がするまで閉めます。
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装置メンテナンス

●硬貨ユニットの清掃方法

⑴ 硬貨ユニットを引き出します。
※ロック解除（７４ページ）を参照。

⑶ 「清掃手順」動画が流れるので手順に従い
清掃をおこないます。

⑵ 「清掃方法」ボタンを押下します。

レバー

1. 清掃手順の動画を再生する方法

【動画の再生を終了する場合】

再生を終了するには、以下の２つの方法があります。
1.「閉じる」ボタンを押下する。
2.硬貨ユニットを押し戻す。

参考
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装置メンテナンス

① 引き出した硬貨ユニット上部にある
「C-1」を押下し、硬貨ユニットカバーを
手前に倒します。

硬貨ユニット

レバー

② 「C-2」を手前に倒します。

⑴ レバーを引き「硬貨ユニット」を引き出します。

⑵ 「繰出し部」にゴミ等があるかを確認します。

2. 清掃手順
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装置メンテナンス

⑶ 「硬貨ユニットカバー」と
「C-2」を元に戻します。

⑷ 「硬貨搬送路」を乾拭きします。

⑸ 「硬貨ユニット」を押し戻して清掃は終了です。

③ ゴミ等がないことを確認し、
「繰出し部」を乾拭きします。

繰出し部
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上記、「10＊＊＊＊：紙幣ユニット」のエラーが発生した場合、
リサイクルボックスを抜いてつまっている紙幣を取り除いてください。
⇒リサイクルボックス着脱・紙幣の取り除き方法（９８ページ）

最初の2桁から、エラー箇所が分かります。
10＊＊＊＊：紙幣ユニット
30＊＊＊＊：硬貨ユニット
40＊＊＊＊：磁気カードリーダ
50＊＊＊＊：内蔵プリンタ

紙幣ユニット（10＊＊＊＊）
⇒リサイクルボックス着脱・
紙幣の取り除き方法（９８ページ）

⇒紙幣ユニット残留紙幣の取り除き方法
（１００ページ）

硬貨ユニット（30＊＊＊＊）
⇒硬貨ユニット残留硬貨の取り除き方法
（１０８ページ）

操作中にエラーが発生した場合、タッチパネル表示部に
下記のようなメッセージが表示され、紙幣ユニット・硬貨ユニットのロックが解除されます。
表示内容に従って、エラーを解除してください。

6．困ったときは
●エラーが発生したら

【取り除き方法】

「取り除き方法」ボタンを押下すると、
紙幣・硬貨つまり取り除き方法のガイダンス動画が
再生されます。
表示されるガイダンスにしたがってつまりを取り除いて
ください。

参 考
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紙幣ユニットの残留紙幣を取り除く前に必ず以下を対応してください。

困ったときは

●リサイクルボックスの着脱・紙幣の取り除き方法

リサイクルボックス

3. レバー（B-6）を矢印方向に押してロックを解除しながら、
リサイクルボックスを手前に完全に
引き出してください。

※リサイクルボックスを引き出す際に、
下に手を添えてください。
落下する可能性があります。

B-6 リサイクルボックス

紙幣口カバー

ボタン

2. ボタンを押しながら、
紙幣口カバーを持ち上げてください。

1. 紙幣ユニット上カバーを開けてください。
上カバー

取っ手
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下図のようにリサイクルボックスに紙幣が入っていても、
丸で囲われている６箇所には決して触れないでください。

手を触れないでください。

リサイクルボックスを抜き取った状態のまま、次ページに進んでください。

困ったときは

リサイクルボックス収納部の奥に紙幣つまりが
ないか確認してください。

4. リサイクルボックスからはみ出ている
紙幣は抜き取ってください。

注意！
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リサイクルボックスを抜き取った状態のまま、
下記の手順にて紙幣ユニットにつまっている紙幣を取り除いてください。

困ったときは

2. 閉めてください。

紙幣がつまっていたら取り除いてください。
取り除けない場合は無理に抜き取らず、
次の手順に進んでください。

B-1

1. レバー（B-1）を持ち上げてください。

B-1
B-2

B-3

B-4

紙幣ユニット

B-1

●紙幣ユニット残留紙幣の取り除き方法
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困ったときは

3. レバー（B-2）を矢印方向に押しながら
持ち上げてください。

紙幣がつまっていたら取り除いてください。

4. 奥に紙幣がつまっている場合は、ノブ（B-4）を
奥に回して紙幣を取り除いてください。

B-4

B-2
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困ったときは

5. レバーが「カチッ」とロックされるまで、
閉めてください。

6. レバー（B-3）を持ち上げてください。
B-3

紙幣がつまっていたら取り除いてください。
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困ったときは

覗き込みゴミ等がないかを
確認してください。

7. レバーを持ち上げてください。

8. レバーを下げてもとに戻してください。

レバー
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困ったときは

9. 奥に紙幣がつまっている場合は、ノブ（B-4）を奥に回してください。

B-4

10. 【紙幣ユニット残留紙幣の取り除き方法】3～5の順で
紙幣を取り除き、レバーが「カチッ」とロックされるまで
押し込んで、閉じてください。
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困ったときは

●つまった紙幣を取り除いた後の処理

1. リサイクルボックスのLEDが緑色に点灯し、
カチッと音がするまで押し込んでください。

LED

2. 紙幣口カバーを持ちながら、
レバー（B-5）を押し上げて
閉じてください。

B-5

3. 紙幣ユニット上カバーを閉めてください。
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困ったときは

4. つまった紙幣を取り除いたら、
エラー画面の「確認」ボタンを押してください。

5. 再度確認画面が表示されます。
つまった紙幣を取り除き、紙幣ユニット上カバーと紙幣口カバーが
閉じていることを確認し、「はい」ボタンを押してください。
リセット後、返却口に排出された紙幣を取り除いてください。

6. 再度つまった紙幣を確認する場合は、
「いいえ」ボタンを押してください。
【リサイクルボックスの着脱・紙幣取り除き方法】
から再度おこなってください。
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困ったときは

7. エラーが解除された場合は、
エラー発生前の画面に戻ります。

※右は引渡中にエラーが発生し、
エラーが解除された場合の例です。

8. 【紙幣ユニット残留紙幣の取り除き方法】、
【つまった紙幣を取り除いた後の処理】を
規定回数（１０回）実施しても復旧しない
場合は、入金機が休止状態となります。
緊急連絡先へ連絡してください。

9. 「確認」ボタンを押下しても
締め、取引履歴以外の操作はできません。
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困ったときは

●硬貨ユニット残留硬貨の取り除き方法

2. 硬貨投入口カバーを閉め、
レバー（C-1）を押して、
カバーを矢印の方向に倒してください。

C-1

残留硬貨の取り除き作業を実施
するため、レバーを手前に引いて
硬貨ユニットを引き出してください。

硬貨ユニット

1. 装置側面に取り付けてある硬貨除去棒を、
硬貨投入口から出し入れし、
硬貨のつまりを取り除いてください。

除去棒

レバー
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困ったときは

3. レバー（C-２）でカバーを、
ゆっくり手前に倒してください

C-2

シューター

シューター内の硬貨を、可能な範囲で除去してください。
赤枠内に硬貨があった際は、取り除いてください。
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困ったときは

下図の赤枠内に硬貨が残っている場合は、
取り除いてください。

硬貨が挟まっている

除去棒を円盤の穴に挿し、
除去棒を持ったまま円盤を
時計回りに回します。

下図の赤枠内に硬貨が挟まっている場合は、
除去棒を使用し取り除いてください。

除去棒
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困ったときは

4. 「C-2」→「C-1」の順でカバーを戻し
てください。

5. ノブ（C-3）を回し、レール上にある硬貨を取り
除きやすい位置に移動させてください。

硬貨除去位置
100

100

C-3

6. 硬貨除去位置より手前に硬貨がある場合は
ノブ（C-3）を手前に回し、硬貨を移動させ
除去してください。

100

100

C-3

C-2
C-1
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困ったときは

万が一、硬貨ユニット内に硬貨が落下し場合は、
ピンセットなどの先の細いもので除去してください。

硬貨がある場合は、取り除いてください。

7. 硬貨ユニット左側面のカバー（C-6）を手前へ倒してください。

C-6

112



ホッパーカバーには決して触れないでください。

注意！

受け皿などで硬貨の

落下防止願います。

困ったときは

8. リジェクト搬送路に異物がつまっている場合は、
ピンセットなどの先の細いもので除去してください

リジェクト搬送路

9. リジェクト搬送路に硬貨がつまっている場合は、
ピンセットなどの先の細いものでリジェクト搬送路下部へ
流してください。
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困ったときは

●つまった硬貨を取り除いた後の処理

1. 硬貨ユニットを元の位置に戻してください。

2. エラー画面の「確認」ボタンを押してください。

3. 再度確認画面が表示されます。
つまった硬貨を取り除いた場合は、
硬貨ユニットが収納されていることを確認し、
「はい」ボタンを押してください。
硬貨返却口に排出された硬貨を
取り除いてください。

硬貨返却口
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困ったときは

4. 再度つまった硬貨を確認する場合は、
「いいえ」ボタンを押してください。
【硬貨ユニット残留硬貨の取り除き方法】
から再度おこなってください。

5. エラーが解除された場合は、
エラー発生前の画面に戻ります。

※右は引渡中にエラーが発生し、
エラーが解除された場合の例です。

6. 【硬貨ユニット残留硬貨の取り除き方法】、
【つまった硬貨を取り除いた後の処理】を
規定回数（１０回） 実施しても復旧しない
場合は、入金機が休止状態となります。
緊急連絡先へ連絡してください。

7. 「確認」ボタンを押下しても
締め、取引履歴以外の操作はできません。
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困ったときは

●紙幣ユニットの奥に入った硬貨を除去する方法

1. 硬貨除去シートの作成方法

⑴ A4用紙を用意し、三つ折りにしてください。

紙幣ユニットに異物（硬貨）が誤投入された場合および、
紙幣が計数中にくしゃくしゃになって返却されてしまう場合は下記の手順で除去してください。

※ 硬貨除去シート完成イメージ
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困ったときは

⑵ 半分に折ります。

⑶ 端から１．５ｃｍのところを谷折りします。

1.5cmのところを谷折り

完成です。
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困ったときは

２. 硬貨除去シートの使用方法

⑵ レバー（B-3）を持ち上げます。

⑴ 紙幣ユニットの「ロック解除」をおこないます。
※ロック解除７１ページを参照
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困ったときは

⑶ 硬貨除去シートの折り目を奥にして、 B-3の奥に突き当てます。

⑷ B-3が「カチッ」とロックされるまで閉めます。

硬貨除去シートを
B-3の奥に突き当てる
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困ったときは

⑸ B-2を持ち上げながら、B-4を奥に回します。

B-2

B-4
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困ったときは

⑹ 硬貨除去シートと一緒に、誤投入された異物（硬貨）は
搬送されます。

硬貨除去シート

誤投入された異物（硬貨）

⑺ 硬貨除去シートと誤投入された異物（硬貨）を除去します。
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困ったときは

⑻ B-2が「カチッ」とロックされるまで閉めます。

B-2

⑼ ⑵～⑻を２回繰り返しおこないます。

⑽ 最後に、紙幣ユニット上カバーを閉じます。
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困ったときは

●エラー発生後の処理について

自動収納中にエラーが発生した場合、下記のような「エラー」レシートが印字されます。
「エラー」レシートを確認し、残分を再度、引渡処理してください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－

枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚
枚

－－－－－－－－－－－－－－－－－－

――――――――――――――――――

┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃ ┃

[**-***]
引 渡 （ 収 納 ）

YYYY.MM.DD

エ ラ ー 番 号

引 渡 計 数 額

前 回 ま で の 累 計

１ 万
５ 千
２ 千

５ 千
５００
１００

５０
１０

５
１

収 納 額

累 計

HH:MM
****-NO. *******

IDNO. *******

**-****

￥**,***,***

￥**,***,***

****  
****   
****  
****  
****
****  
****  
****  
****  
****  

￥**,***,***

￥**,***,***

引渡処理（途中収納中）の

エラーコードを印字する。

引渡で計数した金額を印字する。

カセット収納した貨幣の内訳を印字、

及び、カセットへ収納した金額を印字する。

設定により表示の有無が異なる。

全レジの収納金額の累計を印字する。

全レジの収納金額の累計をバーコードに
変換して印字する。

123



7．その他
●製品仕様

取扱金種
紙幣：引渡４金種（万円、五千円、二千円、千円）
硬貨：引渡６金種（５００円、１００円、５０円、１０円、５円、１円）

（ただし、変形硬貨および記念硬貨などを除く）

投入方式
紙幣：短手一括取り込み
硬貨：混合一括取り込み

最大投入枚数
紙幣：５０枚
硬貨：１００枚

最大カセット容量
紙幣：約１５００枚（金種混合）
硬貨：約３５００枚（金種混合）

電圧 ＡＣ１００Ｖ±１０Ｖ

周波数 ５０Hz／６０Hz

設置環境温度 稼働時：５℃～３５℃

設置環境湿度 稼働時：２０％～８０％

消費電力
稼働時：０.４ＫＶＡ以下（約３６０Ｗ以下）
待 機：０.２ＫＶＡ以下（約１８０Ｗ以下）

外形寸法
幅４００✕奥行き５２０（紙幣口部６１０）✕
高さ９００（ｍｍ）

質量 約１７０ｋｇ
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